
経済産業省が認定するIT系の国家資格のうち、とりわけメジャーなもの

は「ITパスポート試験」「基本情報技術者試験」「応用情報技術者試験」の

3つ。なかでも初級レベルとされるITパスポート試験を受けたきっかけ

は、1年次の必修科目「基礎情報学」でした。授業を担当する岡嶋裕史先

生は資格の合格教本の著者でもあるので、授業でITパスポート試験に

出る基礎知識にもれなく触れてくれるんですね。実際に試験を受けて、

授業の内容が大いに役立ったと実感しました。おかげで、ITパスポート

試験と基本情報技術者試験には難なく合格。手強かったのは2年次に受

けた応用情報技術者試験です。高度IT人材をめざす人が対象の試験な

ので難易度が高く、合格率は約20％。1人で挑むのは心細かったので、

大学の友人2人と一緒に勉強して受験した結果、なんと僕だけが不合格に

なってしまって。かなり落ち込みましたが、その次の試験で無事に合格する

ことができました。なぜそこまでして資格取得に取り組んだかというと、

将来のキャリアのためです。IT企業の多くが内定者に入社までの基本

情報技術者資格習得を推奨していますし、僕もインターン先で「応用

情報技術者を持ってるんだ」と一目置いてもらえました。だから個人的

には自由に使える時間がある学生のうちに資格を取得すべきだと考え

ていますが、資格を得ること自体が目的になってはいけません。重要な

のは資格そのものではなく、試験に合格するまでの過程で得た知識

です。その高度な知識やアウトプットが、IT人材として社会で活躍する

ための大きな武器になる。企業もそのポテンシャルの高さを評価して

くれているのだと思います。

アメリカのミネソタ州立大学で、広告戦略などメディア系の科目を中心に学びました。PR先進国の

大学の授業は何もかもが新鮮で刺激的で、たとえば企業が社会的責任を果たしていることをアピー

ルするための手段をグループで考えたり。お題が興味深いのはもちろん、毎回グループワークがあっ

て、アクティブに学習できるのがおもしろかったですね。留学は二度目なので英語には苦労しません

でしたが、前回の留学生活を勉強に全振りしたことに後悔があり、今回はそれ以外の時間も大切に

しました。私はバスケが好きなので、体育館に通って友だちをつくって。チームで大会に出て、準決勝

の手前まで勝ち進んだのは最高の思い出です。卒業後は現地で就職する選択肢が頭をよぎったこと

もありますが、留学によってグローバル志向が高まった一方で、自分は日本人だと強く意識するよう

にもなって。だから理想は、グローバルに事業を展開する日本企業。新人もどんどん海外に出してく

れる会社をメインに、留学前はまったく興味のなかった商社やメーカーが気になっています。

冨島 悠介 ４年
私立中央大学杉並高等学校（東京都）出身

佐川 峻太郎 3年
私立郁文館グローバル高等学校（東京都）出身

本学の協定校（40以上の国・地域）に学生を選抜し派遣。原則、留学中
に修得した単位は本学の卒業単位として認め、4年間での卒業も可能。
留学先大学の学費は原則として免除されます。

交換留学
協定校以外で、本学が認めた外国の大学・機関に留学。交換留学同
様に４年間での卒業も可能。留学先大学の学費は納入する必要が
ありますが、学費減免や奨学金の給付を受けることができます。

認定留学

約2週間、長期休暇期間中にシリコンバレーに拠点を置く大学
やICT企業を訪問し、グローバルに展開される情報サービスの
最前線を体験することができます。

国際 I C Tインターンシップ
約４週間、大学の長期休暇期間中にオーストラリアの大学の講義を
受けながら、現地の企業・機関を訪問します。英語力の向上はもちろん
のこと、現地の産業について理解を深めることができます。

I C T 留学

【基本情報技術者試験の科目A試験の免除】
「基礎情報学」、「インターネット概論」の2つの
必修科目の単位を取得し、かつ、学内で実施する
試験に合格することで、国家試験の登竜門資格
である基本情報技術者試験（CCSFレベル2）
の科目A試験が免除されます。

【情報処理安全確保支援士試験午前Ⅱ試験の免除】
「情報ネットワーク論」、「情報セキュリティ論」、
「システム開発論」の3つの科目の単位を取得し、
かつ、iTLを卒業することで、国家試験のハイレベル
資格である情報処理安全確保支援士試験（CCSF
レベル4）の午前II試験が免除されます。

岡嶋 裕史教授

4年生の夏、オーストラリアのクイーンズランド工科大学（QUT）の講義を受けながら地元企業や機関を訪問する「ICT留学」プログラムに

参加。現地では、平日午前はみっちり英語のクラス。スピーキングがメインで、年代も国籍も異なる人とディスカッションやプレゼンテーション

を重ね、スピーキング能力は驚くほど向上しました。帰国後も英語のラジオ・ドラマでリスニング

の練習をしたり、留学で学んだ英単語・熟語を振り返ったりと英語学習へのモチベーションを

保てています。QUTでの特別講義では、iTLで学んでいた日本のIT政策や法律、活用方法がオー

ストラリアでは異なることを知りました。教育面ではブリスベンの方が、交通機関においては日本

の方がIT化が進んでいると感じ、国や地域によるIT進度の差にも気づけました。価値観が異なる

多くの人と出会い、新たな視点を得ることができました。卒業後は日系企業に就職しますが、

いつか海外で働いてみたいという思いも芽生えました。

上原 志織 4年

私立沖縄尚学高等学校（沖縄県）出身

長期留学

最高の留学生活がもたらした意外な進路

知識のアウトプットで将来につなげる、資格取得 語学と専門性を磨く、海外留学

IT業界をめざす人にはオススメの
3つの情報処理系の国家資格を取得！

i TLではさまざまなキャリア・スキルフレームワークで資格取得を
しっかりとサポートします。また、iTLでの学びにより「基本情報技術者
試験」と「情報処理安全確保支援士試験」の一部が免除されます。
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レベル2  アシスタント

指示されれば、 作業の一部を独力でできる

レベル1  新人に求められる水準
最低限の知識があり、 指導のもとで仕事ができる ITパスポート試験

基本情報技術者

応用情報技術者

高度情報処理技術者
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